
説
付
国
文
学
「
解
釈
と
鑑
賞
」
春
月
特
集
一
許
可

JU
同
国
文
字
「
解
釈
と
鑑
賞
」
六
月
特
集
号

む
す
び

以
上
「
・
水
代
蔵
」
一
容
を
通
し
て
西
鶴
の
リ
ア
リ
、
ス
ム
的
限
界
を

考
察
し
た
の
で
ゐ
る
が
、
結
論
と
し
て
そ
の
限
界
と
す
る
所
は
、
彼

の
作
品
が
俳
詩
的
思
想
を
お
び
た
短
篇
の
集
積
で
あ
っ
た
事
に
帰
着

じ
た
。
町
人
文
学
の
持
つ
価
値
が
、
そ
の
写
実
性
の
上
に
あ
っ
た
。

有
る
が
ま
〉
の
彼
等
の
生
活
を
描
い
て
人
間
性
の
写
実
を
写
し
出
し

た
、
そ
の
写
実
の
優
持
な
る
上
に
あ
っ
た
の
で
ゐ
る
。

浮
沈
多
き
社
会
、
一
寸
の
油
断
か
ら
忽
ち
に
し
て
転
落
す
る
よ
う

な
社
会
、
変
動
多
色
社
会
生
活
に
於
い
て
は
、
明
日
の
事
よ
り
も
そ

の
日
、
そ
の
時
の
事
が
大
切
と
な
っ
て
来
る
の
で
あ
る
。
い
わ
ば
利

那
に
生
、
3
る
人
間
と
で
も
い
う
の
で
ゐ
ろ
う
。
ま
さ
に
戦
々
競
々
と

し
た
時
代
の
反
映
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

I
f－
－

i
叶
内

L
L
l｝
1
1
i

J

F

 

参
考
文
献

て
リ
ア
リ
ズ
ム
研
究

「
リ
ア
リ
ス
ム
論
…
に
つ
い
て
」

て
西
鶴

て
井
原
西
鶴

一
、
西
鶴
研
究
ノ
I
ト

一
、
リ
ア
リ
ス
ト
と
し
て
の
西
鶴

一
、
西
鶴
の
リ
ア
リ
ズ
ム

古

在

由

主

著

岩

上

順

一

著

近

藤

忠

義

者

片
岡
良
一
一
者

陣

駿

康

隆

者

s
・H
ヒ
ベ
ッ
ト
ー
若

松

井

定

之

著

一
、
近
陸
生
活
と
国
文
学

て
江
戸
小
説
研
究

一
、
近
陀
小
説
史
上
万
篇

一
、
町
人
文
学

一
、
余
一
釈
『
日
本
永
代
蔵
』

て
回
線
評
論
と
研
究
下

て
現
代
文
学
論
争
史

11軍久藤 if!尼麻
唆松村磯崎庄

晶
子
・
白
秋
・
茂
吉
歌

に
於
け
る
助
詞
の
研
究

隈

ηρ 立口

磯
次
者

久
弥
著

貞
三
十
者
作
者

裕
一
若

康
隆
若

幹
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子

序

論

私
は
、
与
謝
野
川
川
子
、
北
原
山
秋
、
粛
勝
茂
吉
に
つ
い
て
は
、
く

わ
し
く
、
深
く
は
知
ら
な
い
。
し
か
し
助
詞
の
調
議
を
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
彼
等
の
歌
風
反
り
、
性
質
な
り
を
い
く
ら
か
で
も
明
ら
か

に
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
と
思
っ
て
、
一
二
人
の
助
詞
の
統
計
ぞ
と
っ

て
み
る
の
で
ゐ
る
。

会
て
こ
こ
で
、
な
ぜ
こ
の
三
人
を
比
べ
る
事
に
し
た
か
を
、
ち
ょ

っ
と
述
べ
て
み
よ
う
と
思
う
。

ま
ず
品
子
と
茂
吉
で
あ
る
が
、



第
一
番
目
に
、
晶
子
が
新
古
今
調
の
歌
人
で
あ
る
の
に
対
し
、
茂

吉
が
、
万
葉
調
の
歌
人
だ
と
一
一
日
わ
れ
て
い
る
事
で
あ
る
。

第
二
呑
自
に
、
女
と
男
の
呉
り
が
有
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
と
い

う
考
え
が
起
っ
た
事
で
あ
る
。

第
三
帯
日
に
、
年
代
か
ら
見
る
と
、
彼
女
は
、
明
治
三
十
三
年
か

ら
昭
和
二
十
七
年
ぐ
ら
い
の
間
に
活
躍
し
た
人
間
で
あ
り
、
彼
は
、

明
治
三
十
八
年
か
ら
昭
和
二
十
八
年
の
聞
に
活
躍
し
た
人
間
で
あ
っ

て
、
同
じ
時
代
に
お
い
て
歌
に
専
念
し
た
と
い
う
事
で
あ
る
。

第
四
呑
目
に
、
彼
女
が
、
「
明
星
」
慌
の
代
表
的
な
人
間
で
ゐ

り
、
彼
は
、
「
ア
ラ
ラ
ギ
」
の
代
表
的
歌
人
で
あ
る
事
で
あ
る
。

第
五
呑
目
に
、
彼
女
は
、
常
に
ロ
マ
ン
の
夢
を
歌
い
続
け
た
浪
漫

歌
人
で
ゐ
る
の
に
対
し
、
彼
は
、
素
朴
で
、
写
生
的
な
人
間
で
あ
る

と
い
う
事
で
ゐ
る
。

乙
れ
ら
以
上
五
つ
の
違
い
か
ら
二
人
を
比
べ
る
事
に
し
た
の
で
ゐ

”。。
し
か
し
ζ

こ
で
、
白
秋
も
と
り
あ
げ
る
様
に
し
た
の
は
、
や
は
り

明
治
三
十
一
ニ
年
か
ら
昭
和
十
七
年
の
間
に
活
躍
し
た
人
間
で
あ
り
、

茂
吉
と
白
秋
が
、
一
時
的
に
で
も
、
影
響
さ
れ
あ
っ
た
人
間
と
い
う

と

E
か
ら
、
彼
も
と
り
あ
げ
る
事
に
し
た
の
で
ゐ
る
。

共
に
、
歌
が
五
百
首
に
限
定
さ
れ
た
の
は
、
時
間
的
に
、
五
百
首

し
か
出
来
な
か
っ
た
た
め
で
あ
る
。

乙
の
五
百
首
は
、
次
の
通
り
に
と
ら
れ
て
い
る
。
品
子
は
、
岩
波

文
庫
の
「
与
謝
野
晶
子
歌
集
」
、
ー
ー
ー
与
謝
野
晶
子
自
選
ー
ー
に
お

い
て
、

「
乱
れ
髪
」
ハ
明
治
三
十
四
年
七
月
）
か
ら
、
「
夏
よ
り
秋
へ
」

（
大
五
三
年
一
月
）
ま
で
全
部
と
り
、
「
さ
く
ら
草
」
（
大
正
四
年

三
月
）
を
始
じ
め
か
ら
八
首
と
り
、
合
せ
て
五
百
首
と
す
る
。

白
秋
は
、
新
潮
文
庫
の
「
北
原
白
秋
歌
集
」

1
1
1北
原
隆
太
郎
、

木
俣
修
編

i
ー
に
お
い
て
、

「
桐
の
花
」
（
大
正
一
年
）
、
「
雲
母
集
」
（
大
正
阿
年
）
を
全
部

と
り
、
そ
れ
に
「
使
の
卵
」
（
大
正
十
年
）
に
お
い
て
、
「
白
木
蓮

花
」
ま
で
全
部
と
り
、
五
百
首
と
す
る
。

茂
吉
は
、
最
初
は
、
現
代
日
本
文
学
金
集
の
「
矯
藤
茂
吉
集
」
に

お
い
て
、

「
赤
光
」
の
ハ
自
明
治
三
十
八
年
至
明
治
四
十
二
年
）
の
作
を
、

始
じ
め
か
ら
二
百
首
会
部
と
り
、
共
に
、
岩
波
文
庫
の
「
粛
藤
茂
吉

歌
集
」

l
i山
口
茂
吉
、
紫
生
田
稔
、
佐
藤
佐
太
郎
編

i
ー
に
お
い

て、「
赤
光
」
の
（
自
明
治
三
十
八
年
歪
明
治
四
十
二
年
〉
の
作
中
「
分

病
室
」
一
首
と
、
（
明
治
四
十
三
年
）
作
か
ら
（
大
正
二
年
）
の
作

ま
で
全
部
と
、
「
あ
ら
た
ま
」
、
「
つ
ゆ
じ
も
」
の
（
大
正
九
年
）

の
作
ま
で
全
部
と
り
、
五
百
首
’
と
す
る
。

会
て
こ
れ
ら
五
百
首
中
か
ら
助
詞
を
ぬ
き
だ
し
、
色
々
な
表
に
ま

と
め
て
み
た
が
、
乙
こ
で
は
、
そ
の
内
の
「
助
詞
の
語
い
別
統
計

表
」
径
一
不
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
、
三
人
三
様
の
特
色
を
み
た
い
と
思

・
「
ノ
。

叉、

ζ

の
助
詞
の
分
類
は
「
壁
一
対
照
国
文
法
心
一
夜
」

書
）
を
も
と
に
し
て
す
る
事
を
つ
け
加
え
て
お
き
た
い
。

開朝開開欄聞．． 
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一一

さ
℃
こ
の
去
を
も
と
に
、
い
よ
／
＼
何
か
三
人
の
特
徴
を
つ
か
み

取
ら
ね
ば
は
ら
ぬ
の
で
あ
る
が
、
始
め
に
、
こ
れ
ら
三
人
の
歌
風
を

い
ろ
ん
な
参
考
文
献
か
ら
、
拾
い
つ
つ
示
し
て
行
き
た
い
と
思
う
。



ま
ず
日
間
子
に
お
い
て
は
、
「
国
文
学
解
釈
L
L
鑑
賞
L
〈
昭
和
二
十

九
年
間
月
特
集
増
大
号
〉
の
「
古
今
詞
歌
人
の
系
議
と
そ
の
変
貌
」

で
、
木
俣
修
氏
は
「
品
子
が
美
に
奉
仕
し
、
芸
術
主
上
的
な
生
き
方

の
中
に
、
い
の
ち
を
削
つ
て
な
し
た
作
品
に
は
．
華
麗
な
修
辞
ゃ
、

居
曲
の
多
い
リ
ズ
ム
が
限
立
つ
の
で
あ
り
ω
が
、
そ
れ
ら
を
と
お
し

て
、
び
び
い
て
来
る
も
の
は
友
艶
な
気
分
で
あ
る
心
こ
こ
に
鮮
や
か

な
い
洲
占
今
調
の
継
承
が
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
c

し
か
も
品
子
に
は
、

問
欧
討

rLリ
一
接
受
し
た
新
し
い
官
能
と
感
覚
が
豊
か
に
見
ら
れ
る
の

で
あ
っ
て
、
伝
統
の
能
的
幽
玄
に
問
欧
的
役
象
徴
新
印
刷
を
添
加
し
て

い
る
と
一
守
口
い
得
る

ω
で
ゐ
る
。
新
古
今
心
近
代
的
耕
民
間
と
認
め
る

べ
三
で
ゐ
ろ
F

コυ
」
と
ゐ
る
Q

’H
机
に
お
い
て
は
「
国
文
学
解
釈
と
鑑
賞
」
に
お
い
て
、
中
利

．E
繭
氏
が
、
？
：
「
高
葉
を
尚
一
信
す
れ
と
も
、
高
来
に
偏
執
せ

ず
、
新
古
今
を
愛
敬
す
れ
ど
も
、
亦
之
に
迷
肢
せ
ず
」
F
Y

」
述
べ
℃
、

一
向
歌
の
信
僚
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
要
す
る
に
直
感
と
飴
伯
、
筒

村
と
附
玄
、
古
典
と
新
岡
山
、
乙
の
新
し
い
抜
山
に
あ
っ
て
一
川
出
、
短

歌
に
お
い
て
の
近
代
の
新
幽
玄
陪
の
完
成
に
小
川
を
つ
く
し
た

ω
で
ゐ

っ
た
む
」
と
あ
る
が
、
乙
の
中
に
お
け
る
「
：
：
：
」
の
内
抗
の
言
実

に
は
村
に
、
去
を
見
る
に
ゐ
た
っ
て
注
意
を
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
事
で
み
の

る
む
同
じ
文
献
の
中
で
、
中
村
正
爾
氏
は
、
「
尚
一
机
は
、
若
年
に
し

て
当
代
唯
一
の
文
芸
登
龍
円
で
あ
っ
た
『
文
庫
」
に
先
ず
一
凱
歌
山
匂
投

じ
て
唱
采
を
博
し
た
じ
そ
の
作
風
は
、
ひ
ど
く
再
来
集
に
影
響
さ
れ

た
も
の
で
め
っ
た
が
、
淵
共
近
代
詩
に
傾
き
『
明
星
」
に
転
向
し
て

「
邪
宗
門
」
「
思
い
山
川
」
の
翠
々
し
い
い
熱
情
ぶ
り
を
発
揮
し
、
ま
た

「
短
歌
は
紘
の
古
宝
玉
で
あ
る
」
と
い
う
立
て
ま
え
で
、
さ
か
ん
に

「
桐
の
花
」
時
代
を
招
集
し
て
、
大
い
に
新
感
覚
、
新
官
能
を
も
っ

て
短
歌
の
耐
冷
開
拓
し
：
：
：
」
と
あ
り
、
「
国
文
学
」
（
解
釈
と
教

材
の
研
究
八
月
比
ぴ
）
で
、
河
村
政
敏
氏
は
、
「
茂
吉
と
白
秋
と

は
、
会
つ
て
は
互
に
認
め
合
い
、
影
郷
一
目
さ
れ
合
っ
た
仲
で
あ
る

が
・
：
」
と
あ
る
ο

こ
れ
も
叉
統
計
支
冶
見
る
さ
い
み
の
が
す
事
の

同
来
ぬ
事
で
あ
る
。

で
は
最
後
に
、
茂
吉
に
つ
い
て
は
と
い
う
と
、
何
と
い
っ
て
も
、

品
子
が
新
古
今
調
な
の
に
対
し
て
、
万
葉
調
で
あ
る
こ
と
で
あ
ろ

う
ο

彼
心
作
品
の
特
色
は
、
万
葉
時
代
に
お
け
る
一
示
朴
マ
、
写
実
的

な
面
を
摂
取
し
て
い
る
事
で
あ
る
U

「
国
文
学
解
釈
と
銑
賞
ト
（
昭

和
二
十
九
年
）
に
加
藤
将
之
氏
が
「
処
女
歌
集
「
亦
光
」
よ
り
一
躍

歌
援
に
登
場
、
新
詩
社
の
歌
風
と
対
立
し
て
、
写
生
主
義
を
一
貫

し
、
再
来
調
の
近
代
化
に
成
功
、
以
後
の
歌
集
に
於
て
不
断
に
新
風

新
型
を
打
ち
出
し
、
歌
壇
の
驚
日
出
（
と
な
り
、
赤
湾
以
後
の
ア
ラ
ラ
ギ

を
確
乎
不
動
の
も
の
に
し
た
。
：
：
：
」
と
あ
り
、
同
じ
文
の
中
で
、

「
首
阜
市
調
、
高
葉
山
請
を
ぴ
た
ふ
り
告
に
揃
取
し
た
最
後
の
人
茂
吉
、

「
り
る
か
も
時
代
」
の
故
後
の
人
茂
吉
、
こ
れ
は
恐
ら
く
そ
の
周
り

と
し
て
今
後
の
時
間
が
決
定
し
よ
う
」
と
あ
る
。
「
一
知
歌
」
（
三
月

号
）
｜
｜
「
粛
藤
茂
吉
特
輯
」
の
中
で
竹
藤
泰
夫
は
「
彼
は
、
自
分

に
は
古
代
人
の
や
う
な
近
代
人
、
も
し
く
は
甚
だ
近
代
的
な
古
代
人

の
や
う
な
気
が
す
る
」
「
素
朴
に
伝
統
の
本
流
に
r
却
を
ま
か
せ
て
ゐ
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た
だ
け
に
、
異
質
と
い
う
ほ
ど
の
新
し
い
も
の
は
、
決
し
て
そ
ζ

か

ら
生
れ
る
筈
も
な
か
っ
た
」
と
あ
る
が
、
そ
の
中
の
「
古
代
人
」
と

は
万
葉
人
を
さ
し
、
「
素
朴
に
伝
統
の
本
流
に
：
：
：
」
と
あ
る
の
は

万
葉
調
を
指
す
の
で
あ
る
。

以
上
の
事
を
参
考
に
し
て
、
統
計
表
か
ら
、
問
題
に
な
り
そ
う
な

助
詞
を
拾
い
あ
げ
、
そ
れ
ら
を
け
ん
と
う
し
て
行
き
た
い
と
思
う
。

接
続
助
詞
「
で
」
に
つ
い
℃

「
文
語
文
法
詳
説
」
で
湯
沢
幸
吉
郎
氏
は
「
「
で
』
は
、
打
消
の

助
動
詞
「
ず
」
に
、
接
続
助
詞
「
て
」
の
付
い
た
『
ず
で
』
か
ら
で

き
た
詩
で
あ
っ
て
、
平
安
時
代
か
ら
用
い
ら
れ
た
。
」
と
あ
り
、

「
日
本
文
法
、
文
語
篇
」
（
福
岡
国
語
研
究
会
編
著
）
に
は
「
「
で
」

は
、
「
ず
」
の
連
用
形
に
、
助
詞
「
て
」
が
付
い
た
「
ず
で
」
の
ヲ

づ
ま
っ
た
も
の
で
、
一
語
化
し
た
の
は
、
平
安
時
代
に
入
っ
て
か
ら

と
思
わ
れ
る
。
」
と
書
か
れ
て
い
る
。
そ
れ
か
ら
考
え
る
と
、
表
に

お
け
る
、
晶
子
「
6
」
、
白
秋
「
0
」
、
茂
吉
「
0
」
で
、
品
ヱ
J

に

「
6
」
あ
る
の
は
、
平
安
以
後
に
用
い
ら
れ
た
助
詞
で
あ
れ
ば
、
新

古
今
的
で
あ
る
と
言
わ
れ
る
彼
女
が
．
他
の
二
人
に
比
べ
て
多
い
の

は
当
然
そ
れ
を
裏
づ
け
る
事
と
成
る
の
で
あ
る
G

叉
、
茂
吉
が
少
い

の
は
、
万
葉
集
の
時
代
に
お
い
て
「
で
」
が
未
だ
発
生
し
て
い
な
か

っ
た
と
す
る
な
ら
ば
、
万
葉
の
歌
人
に
は
使
用
率
が
少
い
の
は
当
然

で
、
彼
が
万
葉
調
で
あ
る
ζ

と
を
、
意
味
す
る
事
に
な
る
。
白
秋
に

お
い
て
は
、
新
古
今
、
万
葉
の
影
響
が
あ
る
が
、
こ
乙
で
は
万
葉
調

1 

ム
』
言
え
る
の
で
あ
る
。

副
助
詞
「
や
」
に
つ
い
て

「
文
詩
文
法
詳
説
」
の
中
で
、
湯
沢
氏
は
「
：
：
：
平
安
時
代
に
入

っ
て
か
ら
「
や
』
が
、
多
く
用
い
ら
れ
た
よ
う
で
あ
る
が
、
こ
れ
は

『
か
」
に
比
較
し
て
音
調
が
柔
か
い
の
で
広
く
好
ま
れ
た
た
め
と
思

わ
れ
る

O
i－
－
－
」
と
あ
り
、
「
国
文
学
」
へ
「
解
釈
と
教
材
の
研

究
」
七
月
号
臨
時
増
刊
）
の
中
の
「
「
や
』
の
研
究
」
で
、
福
島
邦

道
氏
は
平
安
時
代
は
、
も
は
や
『
や
』
が
全
盛
で
、
そ
の
こ
と
は

『
古
今
集
総
索
引
』
に
よ
っ
て
も
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
「
や
』
の
も

つ
や
わ
ら
か
な
語
感
が
王
朝
人
に
好
ま
れ
た
か
ら
で
は
な
い
か
と
も

い
わ
れ
て
い
る
。
」
と
あ
る
事
と
、
表
と
を
照
ら
し
合
わ
せ
て
み
る

と
、
品
子
が
「
幻
」
、
白
秋
が
「
6
」
、
茂
吉
士
口
「
6
」
で
あ
っ
て
、

新
古
今
集
が
平
安
の
作
品
で
あ
る
こ
と
か
ら
し
℃
、
晶
子
の
「
詑
」

と
い
う
の
は
、
彼
女
が
、
新
古
今
調
白
歌
人
で
あ
る
と
い
う
事
を
、

裏
づ
け
る
事
に
な
る
。
又
、
柔
か
い
響
き
を
も
っ
「
や
」
ぞ
女
性
と

し
て
好
ん
だ
と
い
う
の
も
一
つ
で
あ
る
。
叉
白
秋
、
茂
吉
に
少
な
い

D
は
、
逆
か
ら
言
う
と
、
万
葉
調
の
歌
人
と
い
う
事
に
な
る
。

2 
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副
助
詞
「
し
」
に
つ
い
て

「
高
等
国
文
法
新
講
」
に
「
「
し
」
は
、
奈
良
朝
時
代
に
最
も
さ

か
え
た
助
詞
で
あ
る
。
」
と
言
い
、
「
国
文
学
」
（
「
解
釈
と
教
材

の
研
究
」
七
月
号
臨
時
増
刊
）
に
は
、
「
『
し
』
は
、
奈
良
時
同
以

3 



事

前
の
訴
で
あ
ろ
う
と
、
現
存
資
料
か
ら
は
考
え
ら
れ
る
。
乙
の
語
が

上
代
の
文
献
に
書
き
止
め
ら
れ
た
時
に
は
、
既
に
助
詞
と
し
て
の
別

法
を
示
し
て
い
た
。
（
一
記
紀
歌
謡
）
、
万
葉
集
で
は
更
に
義
富
な
用

例
と
、
広
い
用
法
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
（
奈
良
朝
文
法
史
）
0

・
：
・
：
」
、
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
表
を
み
て
み
る
と
、
晶
子
が
「
4
」

白
秋
が
「
3
」
、
茂
吉
が
「
叩
」
と
い
う
ヤ
あ
い
で
、
茂
吉
の

「
日
」
は
他
の
二
人
に
比
べ
て
多
い
。
こ
れ
は
、
彼
が
万
葉
調
で
あ

る
事
を
意
味
す
る
。
晶
子
が
少
い
事
は
、
新
古
今
調
の
歌
人
で
あ
る

た
め
で
あ
ろ
う
。
叉
、
白
秋
は
、
こ
の
場
合
新
古
今
調
の
歌
人
と
一
一
一

う
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
彼
が
「
し
」
を
好
ま
ず
、
そ

の
た
め
に
用
い
な
か
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。

副
助
詞
「
な
ど
」
に
つ
い
て

「
文
語
文
法
詳
説
」
で
、
湯
沢
氏
は
「
平
安
朝
に
発
生
し
た
助
詞

で
、
後
世
に
引
き
続
い
て
用
い
ら
れ
た
」
と
あ
り
、
「
国
文
学
」

（
「
解
釈
と
教
材
研
究
」
七
月
号
臨
時
増
刊
）
で
は
「
こ
の
詩
は
、

平
安
時
代
に
発
生
し
、
そ
の
後
現
代
語
に
至
る
ま
で
盛
ん
に
旧
い
ら

れ
て
き
て
い
る
」
と
あ
る
。
故
に
、
万
葉
時
代
に
は
、
ま
だ
使
用
さ

れ
ず
、
新
古
今
集
に
は
使
用
さ
れ
た
も
の
と
思
う
。

ζ

れ
を
、
表
と

み
く
ら
べ
る
と
、
晶
子
が
「
叩
」
、
白
秋
が
「

0
」
、
茂
吉
が

「
4
」
と
な
っ
て
い
て
、
品
子
が
三
人
に
比
べ
多
い
と
言
う
事
は
、

新
古
今
調
歌
人
と
い
わ
れ
る
ゆ
え
ん
が
少
な
か
ら
ず
乙
乙
に
も
あ
る

わ
け
で
あ
る
。
茂
吉
、
白
秋
に
少
い
と
い
う
事
は
、
万
葉
調
歌
人
で

4 

あ
る
事
を
意
味
す
る
。

終
助
詞
「
か
な
」
に
つ
い
て

「
国
文
学
」
（
「
解
釈
と
教
材
研
究
」
七
月
号
臨
時
増
刊
）
に

「
：
：
：
、
万
葉
期
に
華
や
か
な
存
在
で
あ
っ
た
「
か
も
』
は
万
葉
集

か
ら
約
百
年
の
後
の
古
今
集
で
は
殆
ん
ど
「
か
な
』
に
そ
の
位
置
を

譲
り
：
；
：
」
と
あ
り
．
「
文
詩
文
訟
詳
説
」
で
は
「
「
か
な
」
は
平

安
朝
時
代
以
後
に
行
な
わ
れ
た
終
助
詞
で
J

の
っ
て
、
感
動
の
意
ぞ
表

わ
し
：
：
：
」
と
あ
る
。
そ
こ
で
哀
を
見
る
と
、
品
子
が
「
臼
」
、
白

秋
が
「
日
」
、
茂
吉
が
「
叩
」
と
な
り
、
品
子
が
、
だ
ん
ぜ
ん
多

い
。
こ
乙
に
も
彼
女
の
新
古
今
調
が
表
わ
れ
て
い
る
と
共
に
、
茂

吉
、
白
秋
が
少
い
の
は
、
彼
等
が
万
葉
調
で
あ
る
事
を
意
味
し
て
い

。マ
。 5 
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終
助
詞
「
か
も
」
に
つ
い
て

「
文
語
文
法
詳
説
」
で
「
上
代
に
行
な
わ
れ
た
」
と
あ
り
、
「
国

文
学
」
（
「
解
釈
と
教
材
の
研
究
」
七
月
号
臨
時
増
刊
）
に
は
、

「
疑
問
の
「
か
」
に
詠
嘆
白
「
も
」
が
添
っ
た
も
の
、
万
葉
調
と
言

え
ば
「
け
る
か
も
」
と
一
言
わ
れ
る
程
万
葉
集
で
愛
用
さ
れ
た
。
起
源

的
に
は
『
か
」
＋
『
も
』
で
あ
る
が
、
当
時
こ
れ
が
『
か
・
も
」
と

分
け
て
意
識
さ
れ
て
い
た
か
．
『
か
も
」
と
一
語
で
あ
っ
た
か
は
明

ら
か
で
な
い
。
：
：
：
、
し
か
し
、
さ
か
ん
に
用
い
ら
れ
て
い
る
中
に
、

万
葉
時
代
に
す
で
に
疑
い
と
詠
嘆
と
が
区
別
さ
れ
ず
に
「
か
も
」
は

一
話
と
し
て
熟
し
て
し
ま
っ
た
と
考
え
る
方
が
自
然
で
あ
ろ
う
。

6 



ι ーにて一ー

：
・
、
さ
て
こ
の
様
に
万
葉
期
に
華
や
か
な
存
在
で
ゐ
っ
た
「
か
も
」

は
万
葉
集
か
ら
約
百
年
の
後
の
古
今
集
で
は
胎
ん
ど
、
「
か
な
』
に

そ
の
位
置
を
譲
り
：
：
：
む
」
と
あ
る
。
以
上
の
事
ぞ
も
と
に
、
表
と

比
べ
て
み
る
と
、
品
子
が
「
0
」
、
白
秋
が
「
お
」
、
茂
吉
が
「
必
」

と
な
っ
て
い
て
、
茂
吉
が
「
日
明
」
で
一
番
多
い
、
こ
れ
も
彼
が
万

葉
調
歌
人
で
あ
る
と
い
う
、
動
か
ざ
ざ
る
裏
づ
け
で
あ
る
。
帝
人
白
秋

が
「
部
」
で
多
い
の
は
伎
が
、
万
葉
、
新
古
今
を
愛
し
な
が
ら
、
そ

れ
に
か
た
よ
ら
ぬ
と
言
つ
て
は
い
る
が
、
や
は
り
、
そ
れ
が
、
自
然

に
表
わ
れ
て
来
る
の
で
ゐ
る
υ

そ
れ
に
、
彼
の
作
風
が
、
最
初
犬
変

万
葉
調
で
ゐ
っ
た
事
ゃ
、
彼
が
、
茂
吉
と
影
響
し
ゐ
っ
た
仲
で
ゐ
っ

た
事
な
ど
を
考
え
る
時
、
茂
吉
と
同
じ
よ
う
に
、
万
葉
的
傾
向
を
、

助
詞
の
上
に
も
表
し
て
来
る
の
で
ゐ
る
。
叉
「
・
日
秋
研
究
」
の
出
ー
で

木
俣
修
氏
は
「
栴
の
花
」
鍛
賞
の
所
で
「
：
：
・
結
句
の
「
か
な
」
の

ご
と
き
も
不
用
意
に
は
使
わ
れ
て
い
な
い
の
で
あ
っ
て
、
万
葉
的
沈

痛
を
与
え
る
「
か
も
」
の
語
韻
を
避
け
て
、
浪
漫
調
を
形
成
す
る
に

相
応
し
い
「
か
な
」
を
置
い
た
の
で
ゐ
る

E
見
て
よ
い
で
あ
ろ
う
o
」

と
一
一
一
日
い
、
叉
「
か
な
｜
｜
i

感
動
を
表
す
終
助
詞
。
「
か
も
」
は
、
万

葉
集
に
多
く
用
い
ら
れ
た
も
の
で
、
万
葉
主
義
者
は
、
今
も
こ
の
話

を
多
く
使
う
。
「
か
な
」
は
、
古
今
以
後
に
専
ら
用
い
ら
れ
た
も
の

だ
が
、
白
秋
に
は
、

ζ

の
「
か
な
」
の
使
用
が
多
い
。
」
と
あ
る
。

故
に
、
乙
こ
に
も
「
か
も
」
が
万
葉
調
の
歌
人
に
多
い
事
が
一
言
わ
れ

て
い
る
点
、
茂
吉
は
、
全
く
そ
れ
に
適
す
る
の
で
あ
る
が
、
白
秋
の

場
合
、
こ
こ
に
言
っ
て
い
る
様
に
「
か
な
」
は
、
私
の
表
に
お
け
る

限
り
多
い
と
は
い
え
な
い
U

む
し
ろ
茂
吉
の
方
が
、
使
山
一
小
中
が
多
い

の
で
あ
る
。
故
に
、
白
私
が
「
雀
の
卯
」
以
後
ど
う
変
っ
た
か
は
、

乙
の
表
で
は
判
明
で
き
ぬ
が
、
木
俣
氏
の
取
り
め
げ
た
「
桐
の
花
」

に
お
い
て
は
「
か
も
」
の
方
が
多
い
の
で
あ
る
U

故
に
、
こ
の
木
俣

修
氏
の
意
H
凡
に
は
、
共
鳴
し
が
た
い
む

一

山

一

刊

誌

刷

本
論
に
お
い
て
、
助
討
の
い
く
つ
か
を
、
ひ
ろ
い
あ
げ
、
そ
れ
を

み
て
ち
た
が
、
そ
れ
に
対
し
弐
の
事
が
言
え
る
と
思
う
G

品
子
が
、
一
般
に
、
新
古
今
調
の
歌
人
と
い
わ
れ
る
如
く
、
川
詞

の
上
に
お
い
て
も
、
平
安
則
ゐ
る
い
は
、
平
安
以
後
の
助
討
を
多
く

佼
ジ
て
、
万
葉
期
の
助
詞
を
少
し
し
か
使
っ
て
い
な
い
。
こ
の
十
ゃ
か

ら
、
平
安
則
的
歌
人
と
同
時
に
、
新
占
今
調
の
歌
人
一

Y
の
る
L
L
一一一日う

事
は
、
疑
え
ね
事
で
ゐ
る
む

こ
れ
に
反
し
、
茂
吉
に
お
い
て
は
、
万
葉
制
の
歌
人
と
一
一
一
口
わ
れ
る

様
に
、
上
代
に
お
り
る
助
討
を
よ
り
多
く
使
用
し
、
平
安
以
後

ω助

詞
を
ゐ
、
ま
り
使
わ
な
い
古
一
ず
は
、
助
詞
の
上
か
ら
も
、
万
葉
制
の
歌
人

と
い
え
る
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
白
秋
に
お
い
て
、
彼
自
身
は
、
新
古
今
、
万
葉
。
信
愛
し

て
も
、
そ
れ
に
溺
れ
な
い
と
一
言
つ
て
は
い
る
が
、
や
は
り
助
詞

ω面

に
お
い
て
は
、
影
響
む
れ
て
い
て
、
と
く
に
、
私
の
統
計
か
ら
見
る

と
、
茂
吉
正
同
じ
く
、
万
葉
の
影
榔
引
を
強
く
う
け
て
い
る
と
い
わ
ね

ば
な
ら
ぬ
刀
で
あ
る
。
や
去
り
技
（
以
な
「
口
旧
日
戸
設
川
河
「
ワ
葉
拘
で
ち
〉
ニ
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事
や
、
茂
吉
と
影
響
し
あ
っ
た
仲
で
あ
る
事
な
ど
と
考
え
あ
わ
す

と
、
「
雀
の
卯
」
の
始
め
ま
で
は
、
万
葉
調
で
あ
っ
た
と
い
え
る
の

で
ゐ
る
。

以
上
が
三
人
に
お
け
る
統
計
表
か
ら
得
ら
れ
た
結
果
で
あ
る
。

「
み
だ
れ
髪
」

の
浪
漫
性

山

本

て〉

恵

か

鳳
晶
子
の
名
で
出
版
さ
れ
た
矛
一
歌
集
「
み
だ
れ
髪
」
は
、
そ
D

大
部
分
が
当
時
の
「
明
星
」
に
載
っ
た
も
の
で
、
明
治
三
十
三
年
五

月
か
ら
三
十
四
年
八
月
（
作
者
の
満
二
十
一
才
か
ら
二
十
二
才
）
ま

で
の
作
品
で
あ
る
。

そ
の
浪
漫
的
開
花
は
、
「
若
菜
集
」
か
ら
寸
落
梅
集
」
に
五
る
藤

村
の
自
己
抑
制
、
円
攻
、
つ
〉
ま
し
さ
、
純
情
な
ど
の
情
緒
に
よ
る

人
間
的
制
約
か
ら
の
脱
却
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
、
古
風
な
人
妻
ぶ

り
の
世
界
を
浪
漫
的
な
美
的
対
象
と
し
て
助
け
よ
う
と
す
る
額
山
崎
的

噌
好
き
え
色
濃
く
お
び
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
「
み
だ
れ
髪
」

は
「
明
星
」
歌
風
を
代
表
す
る
傑
作
と
な
っ
た
。
若
干
の
欠
点
は
あ

る
に
せ
よ
溢
れ
る
青
森
の
情
思
を
あ
る
い
は
現
実
の
世
界
に
、
ゐ
る

い
は
空
想
の
世
界
に
、
あ
る
い
は
古
典
の
世
界
に
托
し
て
歌
い
、
更

に
は
世
俗
に
対
す
る
烈
し
い
反
逆
精
神
が
横
溢
し
、
在
来
の
和
歌
と

い
う
き
れ
い
ご
と
の
観
念
を
一
描
せ
し
め
た
感
が
あ
る
。
そ
こ
に
は

青
春
の
多
感
多
情
が
大
胆
に
、
強
烈
な
主
観
が
牽
直
端
的
に
歌
わ
れ

て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
の
浪
漫
的
調
子
の
高
さ
が
、
明
治
の
歌
一
明
に

お
い
て
他
の
追
随
を
許
さ
な
か
っ
た
特
色
で
も
あ
る
。
し
か
し
、
す

べ
て
の
感
動
を
取
捨
て
る
所
な
し
に
歌
お
う
と
し
た
結
果
は
、
一
首

の
歌
に
余
り
多
く
の
感
情
を
盛
る
こ
と
と
な
り
、
晶
子
自
身
「
後
日

に
読
む
と
作
っ
た
私
自
身
に
も
解
ら
な
い
も
の
さ
へ
ゐ
る
。
」
と
告

白
し
て
い
る
軒
、
混
乱
と
晦
渋
に
陥
っ
た
一
面
の
あ
る
こ
と
も
事
実

で
み
の
る
。

私
に
と
っ
て
「
み
だ
れ
髪
」
の
全
短
歌
は
得
が
た
い
深
淵
で
ゐ

る
u

一
知
歌
の
手
法
と
す
る
イ
メ
ー
ジ
の
造
型
は
会
く
個
人
的
な
保
同

で
な
さ
れ
、
融
も
そ
乙
を
覗
け
な
い
の
だ
か
ら
、
他
人
の
作
品
会
理

解
し
よ
う
と
す
る
所
に
ゐ
る
無
理
が
生
じ
る
の
か
も
し
れ
な
い
ο
だ

が
訴
え
よ
う
と
す
る
一
言
葉
の
中
に
ま
ば
ゆ
い
美
を
感
知
し
、
魅
き
つ

け
ら
れ
る
も
の
を
直
感
で
き
た
な
ら
難
解
だ
ろ
う
と
モ
ダ
ニ
ズ
ム
だ

ろ
う
と
、
そ
れ
で
充
分
存
在
価
値
が
ゐ
り
、
歌
わ
れ
た
事
実
に
何
ら

か
の
共
和
感
を
覚
え
た
に
し
て
も
、
そ
の
内
部
に
何
か
を
考
え
さ

せ
、
そ
の
人
ぞ
感
じ
さ
せ
る
意
味
を
持
っ
て
い
る
な
ら
ば
、
短
歌
と

し
て
大
切
な
使
命
を
巣
た
し
て
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
ο

そ
う
い

う
意
味
で
こ
の
小
論
で
は
品
子
の
一
端
を
知
る
為
に
、
そ
の
代
表
歌

集
「
み
だ
れ
髪
」
に
よ
る
乙
と
と
し
、
内
容
ご
と
に
六
章
に
分
か

ち
、
そ
の
浪
漫
性
を
考
え
て
み
る
こ
と
に
し
た
。
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